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『
鏡
花
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集
』
未
収
の
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簡
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吉
田
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『
鏡
花
全
集
』
未
収
の
書
簡

│
│
星
野
麥
人
宛
の
五
通
に
つ
い
て
│
│

吉　

 

田　

 

遼　

 

人

　

泉
鏡
花
の
書
簡
は
、『
鏡
花
全
集
』
別
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
に
七

十
二
通
、
同
「
月
報
29
」
に
一
通
が
収
載
さ
れ
た
の
ち
、『
鏡
花
全
集
』
別
巻
（
第

二
刷
／
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
一
月
）
の
「
拾
遺
」
に
お
い
て
十
九
通
が
追
加
、『
新

編 

泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
（
岩
波
書
店
、
平
成
十
七
年
十
二
月
）
の
「
拾
遺
」
に
お
い
て

は
六
十
八
）
1
（
通
が
新
た
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
』
上
に
か

ぎ
っ
て
も
、
第
二
十
三
号
（
平
成
十
九
年
十
二
月
）
以
降
、
本
稿
執
筆
の
令
和
四
年
九

月
時
点
で
最
新
号
と
な
る
第
三
十
七
号
（
令
和
三
年
十
二
月
）
ま
で
に
十
通
が
紹
介

を
見
て
い
る
。
泉
鏡
花
の
生
涯
を
追
う
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
手
が
け
ら
れ

た
小
説
、
戯
曲
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
す
る
う
え
で
も
、
こ
れ
ら
の
書
簡
群

が
重
要
な
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

本
稿
は
、
こ
の
た
び
新
し
く
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
五
通
の
鏡
花
書
簡
に
つ
い

て
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
五
通
は
す
べ
て
、
俳
人
・
星
野
麥ば

く

人じ
ん

に
宛
て
ら
れ
て
い

る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
の
内
容
を
読
み
解
き
、
そ
の
背
景
を
探
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
鏡
花
と
麥
人
と
の
交
流
の
一
面
を
照
ら
し
出
し
た
い
。

一
、
星
野
麥
人
に
つ
い
て

　

星
野
麥
人
は
、
明
治
十
年
四
月
十 

三
日
、
東
京
市
牛
込
区
水
道
町
三
十
六
番
地
に

生
ま
れ
た
。
本
名
は
、
仙
吉
。
老
衰
の
た
め
歿
し
た
の
は
昭
和
四
十
年
三
月
十
二

日
、
享
年
八
十
九
。「
麥
人
」
と
い
う
筆
名
に
つ
い
て
は
、
生
前
、「
式
亭
三
馬
の
ま

ね
を
致
し
。
拾ひ

ろ
ひ
じ字
し
て
麥
と
人
と
の
二
字
を
得
ま
し
た
の
で
す
。」（「
ハ
ガ
キ

回　

答
私
の
雅

号
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
そ
の
由
来
」『
実
業
の
日
本
』
第
四
十
一
巻
第
一
号
、
昭
和
十
三
年
一

月
）
と
打
ち
明
け
ら
れ
て
い
た
。

　
「
明
治
大
正
昭
和
三
代
に
わ
た
っ
て
俳
壇
の
大
御
所
と
し
て
重
き
を
な
し
て
き

た
」
麥
人
の
俳
業
に
つ
い
て
は
、
要
を
得
た
次
の
記
述
が
あ
）
2
（
る
。

　
　

は
じ
め
大
野
洒
竹
選
の
「
毎
日
俳
壇
」
に
、
の
ち
正
岡
子
規
選
の
「
日
本
俳

壇
」
に
投
句
し
、
そ
の
う
え
子
規
庵
句
会
に
も
列
席
し
て
俳
句
の
修
業
を
積
ん

だ
。
子
規
編
『
春
夏
秋
冬
』
に
選
ば
れ
た
句
は
四
九
句
の
多
き
に
達
し
て
い

る
。
子
規
庵
に
出
入
り
す
る
か
た
わ
ら
、
尾
崎
紅
葉
の
知
遇
を
得
、
硯
友
社
の

人
々
と
も
交
わ
り
を
結
び
、
ま
た
、
角
田
竹
冷
ら
の
秋
声
会
に
も
参
加
し
た
。

明
治
三
四
年
紅
葉
の
指
導
下
に
晩
鐘
会
を
結
び
「
俳
藪
」
を
創
刊
し
、
四
二
年

「
卯
杖
」
を
合
併
し
、
同
年
四
月
「
木
太
刀
」
と
改
称
し
、
白
人
会
が
東
京
に

移
っ
て
か
ら
は
専
門
俳
人
と
し
て
参
加
し
、
の
ち
こ
れ
を
も
同
誌
に
合
併
し

た
。
以
後
こ
れ
を
経
営
し
て
没
年
に
至
る
ま
で
俳
句
一
本
に
生
涯
を
か
け
た
。

（
後
略
）

　

右
を
補
っ
て
お
く
と
、「
大
野
洒
竹
選
の
毎
日
新
聞
俳
壇
投
句
」
に
は
じ
ま
る
麥
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
二
号
（
二
〇
二
三
）

人
の
「
俳
句
的
出
発
」
は
、「
明
治
二
九
年
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
俳
句
以
前
の
経

歴
」
と
し
て
は
、「
日
本
大
学
・
国
民
英
学
会
に
学
び
軟
文
学
の
珍
書
房
「
三
久
」

勤
務
（
約
一
〇
年
）
を
経
て
内
務
省
に
二
年
勤
め
た
と
い
う
」（
楠
本
憲
吉
「
麥
人
翁

の
生
涯
と
俳
業
」『
俳
句
』
昭
和
四
十
年
五
月
）。
ま
た
、
秋
声
会
へ
の
参
加
時
期
は
、

み
ず
か
ら
振
り
返
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
席
末
に
出
る
や
う
に
な
つ
た
の

は
、
明
治
三
十
一
二
年
の
頃
で
あ
つ
た
」
よ
う
だ
（「
春
夕
（
秋
声
会
の
想
ひ
出
）」『
俳

句
研
究
』
昭
和
十
六
年
三
月
）。

　

こ
の
ほ
か
、
星
野
麥
人
の
生
涯
と
俳
業
を
知
る
う
え
で
は
、
楠
本
憲
吉
と
の
「
対

談
俳
句
史
・
第
七
回　

揺
籃
期
の
人
々
」（『
俳
句
』
昭
和
三
十
五
年
二
月
）
が
詳
し
い
。

　

従
来
、
星
野
麥
人
に
宛
て
た
泉
鏡
花
の
書
簡
の
数
は
、
計
三
通
が
確
認
さ
れ
て
い

た
。『
鏡
花
全
集
』
別
巻
の
「
書
簡
」
に
収
め
ら
れ
た
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
九

日
付
（
書
簡
番
号
「
四
一
」）
の
は
が
き
、
明
治
四
十
年
八
月
三
十
一
日
付
（
書
簡
番

号
「
四
六
」）
の
は
が
き
、
そ
れ
か
ら
『
鏡
花
全
集
』
巻
二
十
七
に
「
紀
行
」
と
し
て

分
類
さ
れ
て
い
る
「
熱
海
の
春
」（『
俳
藪
』
寅
一
、
明
治
三
十
五
年
一
月
十
九
日
）
で

あ
る
。
紀
行
「
熱
海
の
春
」
が
麥
人
宛
書
簡
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
田
中
励
儀
の
指
）
3
（

摘
が
あ
る
。
そ
の
初
出
本
文
に
は
「
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
二
日

／
鏡
花
／
麦
人
様
」
と
い
う
発
信
日
・
署
名
・
宛
名
の
記
載
」
に
加
え
、「「
一
月
二

日
／
豆
州
熱
海
／
対
孝
館
に
て
／
泉
鏡
太
郎
」
と
、
お
そ
ら
く
封
筒
裏
面
に
記
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
発
信
者
鏡
花
の
墨
蹟
が
掲
載
さ
れ
て
」
お
り
、
そ
の
事
実
か

ら
、
こ
の
紀
行
文
が
「
明
治
三
十
五
年
一
月
二
日
付
の
星
野
麦
人
宛
泉
鏡
花
書
簡
で

あ
り
、
実
際
に
発
信
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
」
の
で
あ
）
4
（

る
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
麥
人
宛
・
鏡
花
書
簡
は
、
明
治
三
十
五

年
、
三
十
九
年
、
四
十
年
に
し
た
た
め
ら
れ
た
三
通
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

次
節
で
は
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
四
十
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
発
信
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
別
の
五
通
を
取
り
上
げ
て
ゆ
く
。

二
、
五
通
の
星
野
麥
人
宛
・
泉
鏡
花
書
簡

　

麥
人
よ
り
四
歳
年
長
の
鏡
花
が
歿
し
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
七
日
。
そ
の
翌

年
、
麥
人
は
俳
誌
『
木
太
刀
』
第
三
十
八
巻
六
月
号
（
昭
和
十
五
年
六
月
）
に
「
手

紙
も
の
語
／
泉
鏡
花
」
を
、
第
三
十
八
巻
七
月
号
（
昭
和
十
五
年
七
月
）
に
「
手
紙

も
の
語
／
泉
鏡
花
（
下
）」
を
続
載
し
て
お
り
、
後
者
に
、
鏡
花
か
ら
届
い
た
七
通

の
文
面
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
う
ち
二
通
は
、
先
述
し
た
は
が
き
（
書
簡

「
四
一
」）
と
紀
行
「
熱
海
の
春
」
に
該
当
す
る
書
簡
と
重
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
残

り
の
五
通
を
発
信
年
月
日
順
に
取
り
上
げ
て
、
手
紙
の
内
容
お
よ
び
文
脈
に
つ
い
て

考
証
を
試
み
た
い
。

書
簡
１　

明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
四
日
付
・
星
野
麥
人
宛

　
　

先
生
の
御
病
症
は
御
存
じ
の
事
、
そ
れ
に
関
し
て
衆
議
を
致
度
義
有
之
候
間
二

十
五
日
午
後
一
時
よ
り
神
楽
町
二
丁
目
二
十
二
番
地
泉
方
ま
で
相
違
な
く
御
集

会
被
下
度
候
也

　
　
　
　

二
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

鏡
花

　
　
　
　
（
三
十
六
年
三
月
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
栗
風
葉

　

こ
の
書
簡
の
発
信
時
期
は
、
麥
人
が
書
き
添
え
た
「（
三
十
六
年
三
月
）」
と
い
う

自
注
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
文
頭
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
先
生
の
御
病
症
」
と

は
、
尾
崎
紅
葉
が
、
こ
の
三
月
の
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
入
院
時
に
胃
癌
の
診
断

を
下
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
小
栗
風
葉
と
の
連
名
で
発
信
さ
れ
た
こ
の
書
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簡
は
、
そ
の
「
先
生
の
御
病
症
」
を
受
け
て
、「
衆
議
を
致
度
義
」
が
あ
る
た
め
、

翌
二
十
五
日
に
、
鏡
花
の
家
に
「
御
集
会
被
下
度
候
」
と
呼
び
か
け
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

文
面
の
背
景
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
い
の
は
、
尾
崎
紅
葉
の
晩
年
の

日
記
『
十
千
万
堂
日
録
』（『
紅
葉
全
集
』
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
一
月
）
で

あ
る
。
そ
の
「
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
五
日
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が

書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
　

午
前
十
一
時
ふ
と
思
付
き
て
上
野
商
品
陳
列
館
に
赴
く
、
巡
覧
中
胃
痛
頻
々
来

る
。
帰
途
琳
琅
閣
に
て
寄
所
寄
、
紀
暁
嵐
五
種
、
書
啓
合
璧
の
三
種
を
買
ふ

（
四
円
八
十
銭
）

　
　

二
時
中
食
。
牛
肉
バ
タ
揚
三
片
。
鮪
さ
し
み
。
油
抜
ケ
ン
チ
ヤ
ン
。
め
し
二

椀
。

　
　

本
日
午
後
一
時
よ
り
鏡
花
宅
に
十
千
万
堂
出
版
部
に
於
け
る
第
一
編
の
作
と
し

て
門
生
集
作
の
挙
に
就
き
相
談
会
あ
り
。

　
　

食
後
睡
を
催
し
火
燵
に
在
り
、
内
子
又
風
邪
に
て
按
摩
を
招
く
、
柳
浪
子
玉
子

一
籃
持
参
訪
問
。
不
遇
。

　

書
簡
の
内
容
に
対
応
す
る
の
は
、「
本
日
午
後
一
時
よ
り
鏡
花
宅
に
十
千
万
堂
出

版
部
に
於
け
る
第
一
編
の
作
と
し
て
門
生
集
作
の
挙
に
就
き
相
談
会
あ
り
。」
と
い

う
一
文
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
鏡
花
宅
で
の
「
衆
議
」
が
、
の
ち

に
『
換
菓
篇
』（
博
文
館
、
明
治
三
十
六
年
十
月
）
と
し
て
結
実
す
る
出
版
を
め
ぐ
る

「
相
談
会
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
）
5
（
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
相
談
会
」
の
開
催

は
、
鏡
花
、
風
葉
の
連
名
に
な
る
書
簡
１
を
通
じ
て
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
こ
の
事
実
が
新
た
に
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、『
換
菓
篇
』
の
企
画
を
報
じ
た
明
治
三
十
六
年
五
月
十
一
日
付
『
二
六
新

報
』
の
「
社
告
」（
三
面
）
に
よ
れ
ば
、
麥
人
は
「
赤
つ
ば
き
」
と
題
し
た
稿
を
寄

せ
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
実
際
に
収
載
さ
れ
た
の
は
「
四
季
五
十
二
句
」
で

あ
っ
）
6
（
た
。

書
簡
２　

明
治
三
十
六
年
（
年
次
推
定
）
九
月
八
日
付
・
星
野
麥
人
宛

　
　

先
生
御
容
躰
御
か
は
り
も
ご
ざ 

な
く
候

　
　

就
て
は
御
病
床
に
て
御
覧
あ
り
た
き
旨
御
申
聞
け
に
相
成
候
間
枕
上
に
差
上
げ

ら
る
ゝ
見
舞
の
御
文
何
か
お
ん
思
ひ
つ
き
な
ど
御
書
添
へ
な
さ
れ
至
急
御
進
呈

な
し
下
さ
れ
度
く
れ
〴
〵
も
申
上
候

　
　
　
　

九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
楽
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行　
　

事

　

前
掲
の
書
簡
１
と
、
こ
の
書
簡
２
に
つ
い
て
、
麥
人
は
、「
此
の
二
通
は
紅
葉
先

生
御
発
病
後
の
も
の
で
こ
う
し
た
葉
箋
は
ま
だ
何
枚
か
あ
る
が
、
今
此
の
二
つ
だ
け

を
こ
ゝ
に
出
す
。」
と
の
言
を
添
え
て
い
た
。「
紅
葉
先
生
御
発
病
後
の
も
の
」
と

は
、
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
紅
葉
が
胃
癌
の
診
断
を
受
け
た
明
治
三
十
六
年
三
月

以
降
の
「
葉
箋
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
書

簡
２
の
発
信
年
次
を
明
治
三
十
六
年
と
推
定
し
た
。

　

明
治
三
十
六
年
九
月
八
日
、
こ
の
書
簡
が
し
た
た
め
ら
れ
た
当
日
の
消
息
は
、
紅

葉
の
『
十
千
万
堂
日
録
』
に
お
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
。
明
治
三
十

六
年
七
月
十
二
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
お
よ
そ
八
十
日
間
は
、
日
記
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
さ
え
判
然
と
し
な
い
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
で
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あ
る
。

　

一
方
、
そ
の
空
白
期
間
を
補
う
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
十
千
万
堂
日

誌
』
で
あ
る
。
筆
記
者
は
、
紅
葉
の
門
下
生
の
ひ
と
り
、
山
里
水
葉
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
内
容
は
「
明
治
三
十
六
年
九
月
六
日
か
ら
同
十
月
二
十
八
日
ま
で
の
日
記
を

中
心
と
す（
７
）る

」。
こ
の
『
十
千
万
堂
日
誌
』
の
ほ
う
を
繰
っ
て
み
る
）
8
（

と
、「
明
治
三
十

六
年
九
月
八
日
」
の
項
の
「（
上
層
の
棚
）」
に
、
麥
人
の
名
前
が
書
き
記
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。『
十
千
万
堂
日
誌
』
に
お
い
て
、
日
ご
と
の
「（
上
層
の

棚
）」
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
日
の
来
客
者
の
名
や
、
当
面
の
用
件

な
ど
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
麥
人
は
、
鏡
花
の
書
簡
２
が
し
た
た
め
ら
れ
た
当

日
に
、
紅
葉
の
宅
を
訪
問
し
た
と
推
し
量
る
こ 
と
が
で
き
そ
う
だ
。「
頻
繁
な
る
集

配
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
当
時
の
郵
便
事
）
9
（

情
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
鏡
花
か
ら
の
書
簡
を

受
け
取
っ
た
の
ち
、
た
だ
ち
に
紅
葉
の
見
舞
い
に
駆
け
付
け
た
可
能
性
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
書
簡
に
綴
ら
れ
て
い
た
の
は
、「
枕
上
に
差
上
げ
ら
る
ゝ
見
舞
の
御

文
何
か
お
ん
思
ひ
つ
き
な
ど
御
書
添
へ
な
さ
れ
至
急
御
進
呈
な
し
下
さ
れ
度
く
れ

〴
〵
も
申
上
候
」
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た
。
当
時
、
牛
込
区
水
道
町
に
居
を
構
え
て

い
た
麥
人
を
、
同
区
横
寺
町
の
紅
葉
宅
に
呼
び
つ
け
る
よ
う
な
文
面
と
は
な
っ
て
い

な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
「
葉
箋
」
が
麥
人
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に

関
し
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
紅
葉
が
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
四
月

二
十
四
日
ま
で
、『
二
六
新
報
』
紙
上
に
断
続
的
に
掲
載
し
た
「
不
養
生
誡
」
で
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
紅
葉
が
、
自
身
に
届
い
た
「
牘
毎
に
」「
手
づ
か
ら
」「
数
行

の
誠
を
写
し
て
、
病
中
や
ゝ
も
す
れ
ば
不
養
生
の
誡
と
為
し
、
又
別
に
所
欠
惟
一
死

に
し
て
、
平
生
万
事
足
の
末
期
を
慰
む
」
と
い
う
意
図
の
も
と
に
生
ま
れ
た
企
画
で

あ
っ
た
（〔「
不
養
生
誡
」
引
〕『
二
六
新
報
』
明
治
三
十
六
年
三
月
二
十
四
日
、
三
面
）。
計

十
二
回
に
わ
た
り
、
の
べ
三
十
九
名
ぶ
ん
の
見
舞
い
状
が
紹
介
さ
れ
る
に
至
っ
た

が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
に
星
野
麥
人
の
「
牘
」
は
見
え
な
い
。
こ
の
と
き
か
ら
お
よ
そ

半
年
後
、
麥
人
に
対
し
て
、「
枕
上
に
差
上
げ
ら
る
ゝ
見
舞
の
御
文
何
か
お
ん
思
ひ

つ
き
な
ど
御
書
添
へ
な
さ
れ
至
急
御
進
呈
な
し
下
さ
れ
度
」
と
い
っ
た
依
頼
が
な
さ

れ
た
背
景
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
「
不
養
生
誡
」
と
同
様
の
企
画
案
が
新
た
に
持
ち

上
が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
可
能
性
の
ひ
と
つ
と

し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

書
簡
３　

明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
九
日
付
・
星
野
麥
人
宛

　
　

お
ふ
せ
に
ま
か
せ
て
相
認
め
申
候

　
　

そ
の
度
胸
の
よ
さ
御
感
心
下
さ
れ
度
イ
ヤ
恐
縮
々
々

　
　

太
祇
句
集
等
甚
だ
御
む
し
ん
恐
入
候　
　

早
々

　
　
　
　

十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
逗
子　

泉　

鏡
太
郎

　

こ
の
書
簡
の
発
信
時
期
は
、「
消
印
を
見
る
と
三
十
九
年
十
二
月
十
九
日
と
あ

る
」
と
い
う
麥
人
の
言
及
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
一
方
、
内
容
を
把
捉
す
る
た
め

に
は
、「
も
う
ひ
と
つ
同
じ
日
の
消
印
」
の
書
簡
（
鏡
花
の
書
簡
「
四
一
」）
と
並
べ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
書
簡
「
四
一
」（
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
九
日　

東
京

牛
込
水
道
町
三
十
六　

星
野
麥
人
様
／
十
九
日　

相
州
逗
子　

泉
鏡
太
郎
（
葉
書
））
の
文

面
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

来
客
と
し
や
べ
り
な
が
ら
お
手
紙
拝
見
、
お
急
ぎ
と
存
じ
早
速
あ
ひ
し
た
た

め
、
お
ふ
せ
は
恁
く
と
心
得
ち
が
ひ
い
た
し
、
は
が
き
に
冬
の
句
を
撰
は
す
、
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た
ん
さ
く
を
二
三
子
と
合
作
の
つ
も
り
に
仕
り
唯
今
く
り
か
へ
し
お
申
聞
け
の

趣
拝
読
南
無
三
ち
が
つ
た
と
膝
を
拍
ち
申
候
何
と
も
申
訳
こ
れ
な
く
は
か
き
の

方
は
た
だ
い
く
へ
に
も
御
堪
忍
下
さ
れ
度
、
ゐ
な
か
に
て
あ
り
あ
は
さ
ず
候

ま
ゝ
、
た
ん
さ
く
は
も
う
一
度
お
ん
送
り
下
さ
る
ま
じ
く
や
つ
た
な
く
も
か
き

な
ほ
し
差
上
度
存
じ
候

　

右
の
書
簡
「
四
一
」
に
は
、「
鏡
花
が
勘
ち
が
い
を
し
て
」
麥
人
の
依
頼
を
「
果

さ
ず
」、
そ
の
た
め
の
お
詫
び
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
）
10
（
た
。
こ
の
内
容
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
書
簡
３
は
ま
さ
し
く
、
鏡
花
が
「
心
得
ち
が
ひ
」
で
返
信
し
た
先
便
の

「
は
が
き
」
で
あ
っ
た
と
判
明
す
る
。

　

な
お
、
書
簡
３
に
は
、
麥
人
の
依
頼
に
対
す
る
応
答
の
み
が
綴
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
鏡
花
は
、
麥
人
に
「
太
祇
句
集
等
」
を
「
む
し
ん
」
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
「
太
祇
」
と
は
、
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
の
生

ま
れ
（
歿
年
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
）、
親
交
を
結
ん
で
い
た
与
謝
蕪
村
と
並
び

称
さ
れ
る
俳
人
、
炭た

ん

太た
い

祇ぎ

の
こ
と
を
指
）
11
（
す
。「
太
祇
の
腕
前
」
に
つ
い
て
、「
蕪
村
の

天
才
に
及
ば
ぬ
事
は
言
ふ
迄
も
無
い
け
れ
ど
、
蕪
村
を
除
け
ば
天
下
敵
無
し
で
あ

る
。」
と
讃
え
る
の
は
正
岡
子
規
に
ほ
か
な
ら
ず
、
次
の
言
明
も
印
象
深
い
も
の
が

あ
る
。

　
　

太
祇
の
句
に
は
蕪
村
の
や
う
な
う
る
は
し
い
句
は
少
い
け
れ
ど
、
一
句
〳
〵
皆

面
白
き
事
即
ち
句
の
揃
ふ
て
居
る
点
に
付
い
て
は
蕪
村
に
も
劣
る
ま
い
。（
中

略
）
こ
れ
程
の
太
祇
が
千
句
の
秀
逸
を
残
し
な
が
ら
全
く
世
間
に
忘
ら
れ
て
其

名
を
い
ふ
て
く
れ
る
者
も
無
い
と
い
ふ
の
は
実
に
太
祇
に
対
し
て
気
の
毒
な
許

り
で
無
く
我
俳
句
界
の
恥
辱
だ
と
思
ふ
。

 

（
獺
祭
書
屋
主
人
「
俳
人
太
祇
」『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
明
治
三
十
二
年
三
月
）

　

子
規
が
こ
の
よ
う
に
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
太
祇
に
、
鏡
花
も
ま
た
関
心
を
寄

せ
た
ひ
と
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
で
は
、
鏡
花
が
麥
人
に
「
む
し
ん
」
し
た
「
太
祇

句
集
」
と
は
、
い
か
な
る
書
冊
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、「
太

祇
句
集
」
な
る
出
版
物
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

は
、
次
の
二
点
が
目
に
と
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
高
浜
虚
子
編
『
俳

諧
叢
書 

第
四
篇　

太
祇
全
集
』（
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
、
明
治
三
十
三
年
三
月
十
日
）

と
、
書
簡
３
の
八
ヵ
月
前
、『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』（
明
治
三
十
九
年
四
月
）
に
「
附
録
」

と
し
て
収
載
さ
れ
た
「
太
祇
句
選
後
篇
」
で
あ
る
。

　

す
ぐ
に
気
が
つ
く
と
お
り
、
ど
ち
ら
も
「
太
祇
句
集
」
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ

た
も
の
で
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ゆ
え
に
閑
却
し
て
し
ま
う
の
は
、
早
計
で
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
太
祇
全
集
」
を
「
太
祇
句
集
」
と
呼
ぶ
こ
と

へ
の
不
自
然
さ
は
さ
し
て
大
き
く
な
い
と
言
え
る
し
、
ま
た
、
虚
子
が
「
太
祇
句
集

0

0

序
跋
」（『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
明
治
三
十
五
年
十
月
）
に
寄
せ
た
前
文
に
は
「
太
祇
全
集
を

編
む
時
、
主
と
し
て
稿
本
と
し
た
る
太
祇
句
選

0

0

の
序
跋
を
添
附
し
た
か
り
し
も
障
り

あ
り
て
果
た
さ
ず
。」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
（
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
点
は
引
用
者
）、
こ
こ

で
の
「
太
祇
句
集
」
と
「
太
祇
句
選
」
が
指
示
す
る
対
象
は
も
ち
ろ
ん
同
一
で
あ

る
。
後
者
の
〈
句
集
／
句
選
〉
の
相
違
は
、
単
な
る
誤
植
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
問
題
は
、「
附
録　

太
祇
句
選
後
篇
」
を
収
め
た
『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
誌
上
に
も
見

届
け
ら
れ
る
。「
附
録
」
頁
の
柱
に
は
、「
太
祇
句
集
後
篇
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
呼
称
の
揺
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
鏡
花
が
麥
人

に
「
む
し
ん
」
し
た
「
太
祇
句
集
」
が
『
太
祇
全
集
』
と
「
太
祇
句
選
後
篇
」
の
ど

ち
ら
か
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
高
い
（
あ
る
い
は
、
明
治
期
に
世
に
出
た
書
冊
で
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は
な
く
、
明
和
九
（
一
七
七
二
）
年
刊
行
の
『
太
祇
句
選
』
で
あ
っ
た
り
、
も
し
く
は
そ
の

写
本
で
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
、
当
然
な
が
ら
捨
て
切
れ
な
い
）。

　

鏡
花
が
「
太
祇
句
集
」
を
「
む
し
ん
」
し
た
相
手
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
麥
人
だ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
挿
話
が
お
の
ず
と
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
麥
人
は
、

別
の
「
手
紙
も
の
語
」（『
木
太
刀
』
昭
和
十
四
年
九
月
）
に
お
い
て
、「
太
祇
を
探
し

出
し
た
の
は
、
新
五
子
稿
を
見
て
か
ら
で
あ
つ
た
、
子
規
子
も
や
は
り
さ
う
で
あ
つ

た
が
、
上
下
二
冊
の
う
ち
、
一
冊
を
見
て
の
話
で
あ
つ
た
。
そ
の
欠
け
た
分
一
冊
を

貸
し
て
上
げ
た
事
が
あ
る
。
そ
ん
な
発
見
？　

を
し
た
時
に
そ
の
喜
び
を
語
り
あ
ふ

と
い
ふ
こ
と
は
、
実
に
楽
し
か
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。」
と
、「
語
る
も
の
、
聞
く
も

の
総
身
に
力
を
入
れ
た
」
往
時
を
感
慨
深
げ
に
想
起
し
て
お
り
、
ま
た
、「
後
に
俳

書
堂
か
ら
、
太
祇
全
集
が
出
る
時
で
も
、（
中
略
）
虚
子
氏
も
随
分
手
を
尽
く
し
た

も
の
で
あ
つ
た
。
私
の
と
こ
ろ
に
な
ど
も
、
さ
う
し
た
手
紙
が
あ
る
。」
と
、
麥
人

か
ら
「
太
祇
句
」
を
送
ら
れ
た
こ
と
へ
の
虚
子
の
礼
状
を
紹
介
し
て
も
い
）
12
（

た
。
子
規

や
虚
子
と
の
思
い
出
か
ら
う
か
が
え
る
と
お
り
、
太
祇
の
受
容
圏
の
中
心
近
く
に
、

ど
う
や
ら
麥
人
の
存
在
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
紫
吟
社
の
会
を
「
鏡
花
君
の
所
で
や
つ
た
時
、
集
つ
た
八
、
九
人
で
合

作
の
手
紙
を
ド
イ
ツ
の
小
波
先
生
に
書
い
た
」（
星
野
麦
人
・
楠
本
憲
吉
「
対
談
俳
句

史
・
第
七
回　

揺
籃
期
の
人
々
」
／
前
掲
）
思
い
出
に
も
注
目
し
た
い
。
確
認
し
て
お

け
ば
、
巌
谷
小
波
の
ド
イ
ツ
滞
在
は
、
明
治
三
十
三
年
九
月
か
ら
三
十
五
年
十
一
月

ま
で
の
お
よ
そ
二
年
間
。
そ
の
と
き
「
め
い
め
い
好
き
な
こ
と
を
書
い
」
た
な
か
、

紅
葉
が
詠
じ
た
句
の
う
ち
に
「
祇
や
来
や
春
夜
の
角
を
な
ふ
り
け
り
」
が
あ
っ
た

が
、「
こ
の
句
は
、
祇
や
と
い
う
の
は
私
（
星
野
麥
人
│
│
引
用
者
注
）
の
こ
と
で
、

太
祇
推
讃
の
時
分
の
こ
と
で
、
来
や
は
柳
川
春
葉
が
去
来
を
推
称
す
る
の
で
来
と
い

い
、
角
は
其
角
で
谷
活
東
が
礼
賛
す
る
の
揶
揄
し
て
の
一
句
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
三
十
九
年
、「
太
祇
句
集
」
を
「
む
し
ん
」
す
る
相
手
と
し
て
鏡
花
が
麥
人

を
選
ん
だ
の
は
、
そ
の
「
太
祇
推
讃
の
時
分
」
を
覚
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か 

。

書
簡
４　

明
治
四
十
年
（
年
次
推
定
）
六
月
十
一
日
付
・
星
野
麥
人
宛

　
　

俳
藪
御
恵
与
下
さ
れ
あ
り
が
た
く
存
じ
た
て
ま
つ
り
候
発
句
選
の
こ
と
小
生
に

て
お
ま
に
あ
い
候
は
ゞ
御
遠
慮
な
く
お
ん
つ
か
は
し
下
さ
れ
度
候

　
　
　
　

六
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
逗
子　

泉　

鏡
太
郎

　

ま
ず
は
、
書
簡
の
発
信
年
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。「
相
州
逗
子
」
か
ら

「
六
月
十
一
日
」
に
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
お
の
ず
と
、
鏡
花
に

と
っ
て
二
度
目
の
逗
子
滞
在
期
（
明
治
三
十
八
年
七
月
〜
明
治
四
十
二
年
二
月
）
の
う

ち
明
治
三
十
九
年
、
四
十
年
、
四
十
一
年
の
い
ず
れ
か
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、「
俳
藪
」
へ
の
言
及
も
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
俳
誌
『
俳
藪
』
の

刊
行
期
間
は
、
明
治
三
十
四
年
八
月
か
ら
三
十
五
年
八
月
、
そ
し
て
明
治
三
十
九
年

十
月
か
ら
四
十
年
十
一
月
ま
で
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
、
書
簡
４

の
発
信
年
次
は
明
治
四
十
年
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、「
発
句
選
の
こ
と
小
生
に
て
お
ま
に
あ
い
候
は
ゞ
御
遠
慮
な
く

お
ん
つ
か
は
し
下
さ
れ
度
候
」
と
い
う
文
面
に
も
着
目
し
て
お
き
た
い
。
麥
人
は
、

こ
の
書
簡
４
と
、
次
の
書
簡
５
に
つ
い
て
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
俳
藪
の
選
句
に
つ
い

て
、
い
や
な
顔
も
せ
ず
に
面
倒
を
見
て
下
さ
れ
た
も
の
だ
。」
と
、
鏡
花
の
こ
と
を

振
り
返
っ
て
い
た
。
こ
の
回
顧
は
、
書
簡
４
が
明
治
四
十
年
の
発
信
で
あ
る
こ
と
を

裏
付
け
る
。
と
い
う
の
も
、
明
治
四
十
年
五
月
二
十
三
日
発
行
の
『
俳
藪
』
第
二
巻

第
七
号
で
は
、「
次
号
課
題　

●
抱
籠
、
富
士
詣
、
日
傘
」
が
選
者
未
定
の
ま
ま
予
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告
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
月
、
六
月
二
十
三
日
発
行
の
『
俳
藪
』
第
二
巻
第
八
号
に
お

い
て
は
、
課
題
句
「
抱
籠
」
の
選
者
を
務
め
る
の
が
泉
鏡
花
と
明
記
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。「
六
月
十
一
日
」
と
い
う
書
簡
４
の
発
信
月
日
は
、
こ
の 

間
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
発
信
年
次
を
明
治
四
十
年
と
す
る
推
定
は
揺
る

が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

書
簡
５　

明
治
四
十
年
八
月
（
年
月
推
定
）
十
四
日
付
・
星
野
麥
人
宛

　
　

残
暑
の
み
ぎ
り
ま
す
〳
〵
御
安
康
大
慶
に
奉
存
候

　
　

さ
き
ご
ろ
御
遣
は
し
の
御
手
紙
に
つ
き
発
句
の
草
稿
御
待
ち
申
居
り
候
へ
ど
も

未
だ
到
着
い
た
さ
ず
御
催
促
申
上
ぐ
る
に
は
ご
ざ
な
く
候
へ
ど
も
小
包
み
の
間

違
も
や
と
為
念
お
た
づ
ね
申
上
候

　
　
　
　

十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
州
逗
子　

泉　

鏡
太
郎

　

発
信
年
月
の
不
明
な
一
通
で
あ
る
。
た
だ
し
、
発
信
月
に
関
し
て
は
、「
残
暑
の

み
ぎ
り
」
と
い
う
時
候
の
挨
拶
に
よ
っ
て
、
八
月
と
推
定
で
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
発

信
年
次
の
ほ
う
は
、「
発
句
の
草
稿
」
を
め
ぐ
る
話
題
が
書
簡
４
と
重
な
る
こ
と
か

ら
、
同
じ
明
治
四
十
年
と
推
定
し
て
お
く
。

　

書
簡
５
が
明
治
四
十
年
八
月
に
し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
文
中
の
「
さ

き
ご
ろ
御
遣
は
し
の
御
手
紙
」
と
は
、
お
よ
そ
二
ヵ
月
前
、
書
簡
４
の
や
り
と
り
が

あ
っ
た
時
期
に
届
い
た
麥
人
か
ら
の
書
簡
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
た
び
の
用
件
は
、
未
着
の
「
発
句
の
草
稿
」
に
つ
い
て
の
「
お
た
づ
ね
」
で

あ
る
。
鏡
花
は
、
先
述
の
課
題
句
「
抱
籠
」
に
続
い
て
、
次
回
の
課
題
句
「
行
水
」

の
選
者
も
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
俳
藪
』
第
二
巻
第
九
号
、
明
治
四
十
年
七
月
）。

そ
し
て
そ
の
締
切
は
、
八
月
十
日
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
八
月
十
四
日

付
で
発
信
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
書
簡
５
は
、
課
題
句
「
行
水
」
の
「
草
稿
」
に
関

す
る
「
お
た
づ
ね
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
締
切
か
ら
ま
だ
四
日
し
か
経
た
な
い

時
期
に
、
こ
の
書
簡
は
差
し
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

真
相
に
迫
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
は
、
鏡
花
の
選
出
し
た
「
抱
籠
」
十
七
句
と

「
行
水
」
十
九
句
が
と
も
に
、
明
治
四
十
年
九
月
発
行
の
『
俳
藪
』
第
二
巻
第
十
一

号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。「
抱
籠
」
の
締
切
は
七
月
十
日
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ひ
と
月
あ
と
の
「
行
水
」
と
同
時
に
選
句
が
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
実
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
書
簡
５
の
文
面
は
、
前
月
に
締
切
を
迎
え
て
い

た
課
題
句
「
抱
籠
」
の
「
草
稿
」
が
手
許
に
届
か
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
の
「
お
た

づ
ね
」
で
あ
っ
た
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。

　

書
簡
４
、
そ
し
て
書
簡
５
は
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
俳
藪
の
選
句
に
つ
い
て
、
い
や

な
顔
も
せ
ず
に
面
倒
を
見
て
下
さ
れ
た
も
の
だ
。」
と
麥
人
が
追
想
し
て
い
た
と
お

り
に
、
鏡
花
の
心
遣
い
を
汲
み
と
れ
る
通
信
と
な
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
泉
鏡
花
か
ら
星
野
麥
人
に
差
し
出
さ
れ
た
五
通
の
書
簡
を
紹
介
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
背
景
に
つ
い
て
考
証
し
た
。
ふ
た
り
の
交
流
の
一
面
を
照
ら
し
出
す
う
え

で
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
の
五
通
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
。
ま
た
、
麥
人
の
次
の
回
想
を
受
け
る
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
鏡
花
書

簡
が
、
も
と
よ
り
稀
少
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
　
　

此
の
間
探
し
出
し
て
置
い
た
の
が
、
ど
こ
へ
入
れ
た
か
、
ど
こ
へ
は
い
つ
た
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図１　『木太刀』（明治42年５月）／架蔵

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
二
号
（
二
〇
二
三
）

か
鏡
花
氏
の
手
紙
が
見
つ
か
ら
ぬ
。
手
紙
は
鏡
花
氏
かマ
マ

逗
子
に
居
ら
れ
た
時
の

ば
か
り
で
、
大
塚
の
時
は
紅
葉
先
生
の
玄
関
で
用
が
す
み
、
牛
込
の
時
は
近
い

の
で
行
け
ば
済
む
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　

そ
れ
で
手
紙
と
い
ふ
も
の
は
な
い
、
行
つ
て
お
る
す
の
時
急
用
と
な
ら
ば
肴

町
の
昼
席
に
は
い
つ
で
も
ゐ
る
と
き
ま
つ
て
ゐ
た
。

 

（「
手
紙
も
の
語
／
泉
鏡
花
」
／
前
掲
）

　

鏡
花
の
「
大
塚
の
時
」
と
は
、
明
治
二
十
九
年
五
月
か
ら
三
十
二
年
秋
ま
で
を
、

「
牛
込
の
時
」
と
は
、
明
治
三
十
二
年
秋
か
ら
三
十
八
年
夏
ま
で
を
指
し
た
も
の
だ

ろ
）
13
（

う
。
既
述
の
と
お
り
、「
手
紙
」
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
当
時
の
麥
人
は
、
牛
込

区
水
道
町
三
十
六
番
地
に
居
を
構
え
て
い
た
。
右
の
一
節
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

麥
人
の
側
で
は
、
近
所
に
住
ん
で
い
た
鏡
花
に
用
事
が
あ
る
折
に
は
、「
手
紙
」
を

し
た
た
め
る
の
で
は
な
く
、
出
向
い
て
用
件
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
判
る
（
余
談
な

が
ら
、「
行
つ
て
お
る
す
の
時
」、「
肴
町
の
昼
席
に
は
い
つ
で
も
ゐ
る
と
き
ま
つ
て
ゐ
た
」
と

い
う
言
及
も
、
鏡
花
文
学
の
成
立
基
盤
を
考
え
る
う
え
で
看
過
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
）。

「
行
け
ば
済
む
」、「
そ
れ
で
手
紙
と
い
ふ
も
の
は
な
い
」
│
│
こ
う
し
た
実
情
を
鑑

み
る
と
、
鏡
花
と
麥
人
が
「
手
紙
」
を
交
わ
し
た
機
会
と
は
、
そ
も
そ
も
限
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
推
測
を
働
か
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
た
び

新
た
に
五
通
の
麥
人
宛
・
鏡
花
書
簡
を
確
認
で
き
た
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
、
ふ
た
り

の
交
流
の
一
面
が
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
深
い
意
義

が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
鏡
花
と
麥
人
と
の
接
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
治
四
十
二
年
五
月
発
行

の
『
木
太
刀
』
第
七
巻
第
五
号
に
も
見
過
ご
せ
な
い
情
報
が
載
っ
て
い
た
。
そ
の

「
編
輯
だ
よ
り
」
に
は
、「
六
月
号
の
巻
頭
小
説
は
泉
鏡
花
氏
の
創
作
に
御
座
候
」
と

の
予
告
が
見
え
、「「
木
太
刀
」
六
月
号
の
執
筆
者
」
を
伝
え
る
誌
面
（
図
１
）
に

も
、
鏡
花
の
名
前
は
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

俳
誌
『
木
太
刀
』
は
も
と
も
と
、
秋
声
会
の
機
関
誌
『
卯
杖
』（
第
七
巻
第
三
号

（
明
治
四
十
二
年
三
月
）
で
終
刊
）
を
改
題
、
巻
次
を
引
き
継
い
だ
「
小
説
雑
誌
」
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
木
太
刀
に
な
つ
て
早
々
第
一
号
は
発
売
禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
」

る
憂
き
目
に
遭
い
、
編
輯
担
当
の
篠
山
吟
）
14
（

葉
の
「
病
気
帰
省
」
も
重
な
っ
た
結
果
、

「
半
年
た
ら
ず
し
て
、
再
び
も
と
の
俳
句
雑
誌
に
返
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
い
う
事
情

を
抱
え
持
つ
（
星
野
麥
人
「
春
夕
（
秋
声
会
の
想
ひ
出
）」
／
前
掲
）。
鏡
花
に
小
説
の
執

筆
依
頼
が
か
か
っ
て
い
た
の
は
、『
卯
杖
』
か
ら
装
い
を
新
た
に
再
出
発
し
た
ば
か

り
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
、
吟
葉
と
と
も
に
『
木
太

刀
』
の
幹
事
を
務
め
て
い
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
麥
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
を
ふ

ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
予
告
も
ま
た
、
鏡
花
と
麥
人
の
親
交
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

と
見
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
翌
月
の
『
木
太
刀
』
六
月
号
に
鏡
花
の
小
説
は
掲
載
さ
れ
ず
、
残
念
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な
が
ら
流
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

　
　
　

＊

　

最
後
に
、
泉
鏡
花
以
外
の
書
簡
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
星
野
麥
人
の
「
手
紙
物
語

（
も
の
語
）」
を
掲
げ
て
お
く
。『
紅
葉
全
集
』
未
収
の
紅
葉
書
簡
・
一
通
、『
定
本
高

浜
虚
子
全
集
』
未
収
の
虚
子
の
麥
人
宛
書
簡
・
四
通
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
簡
単
な
注
記
を
添
え
る
に
と
ど
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
面
の
紹
介
は
別
の
機
会
に
譲

り
た
い
。

星
野
麥
人
「
手
紙
物
語
（
一
）」（『
木
太
刀
』
第
三
十
五
巻
第
七
号
、
昭
和
十
二
年

七
月
五
日
）

星
野
麥
人
「
手
紙
物
語
（
二
）」（『
木
太
刀
』
第
三
十
五
巻
第
八
号
、
昭
和
十
二
年

八
月
五
日
）

　

▼
樋
口
一
葉
書
簡
（
半
井
桃
水
宛
）

星
野
麥
人
「
手
紙
物
語
（
三
）」（『
木
太
刀
』
第
三
十
五
巻
十
月
号
、
昭
和
十
二
年

十
月
五
日
）

　

▼
尾
崎
紅
葉
書
簡
（
麥
人
に
よ
れ
ば
、「
此
の
手
紙
の
お
も
し
ろ
い
の
は
某
旗
亭
で
、
狎

妓
某
と
の
合
作
に
な
つ
て
ゐ
る
。
相
手
の
人
は
、
い
づ
れ
遊
び
中
間
の
人
てマ
マ
互
ひ
に
無

遠
慮
な
こ
と
を
云
ひ
合
ふ
間
柄
の
人
と
思
は
れ
る
」。）

　
　

＝
紅
葉
・
小
ゑ
ん
合
作
の
大
嶋
太
郎
宛
書
簡
ヵ
【『
紅
葉
全
集
』（
岩
波
書
店
）

未
収
】

星
野
麥
人
「
手
紙
も
の
語
」（『
木
太
刀
』
第
三
十
七
巻
第
八
号
、
昭
和
十
四
年
八
月

五
日
）

　

▼
呉
秀
三
書
簡
（
麥
人
宛
）、
戸
川
残
花
書
簡
（
大
野
洒
竹
宛
）

星
野
麥
人
「
手
紙
も
の
語
」（『
木
太
刀
』
第
三
十
七
巻
第
九
号
、
昭
和
十
四
年
九
月

五
日
）

　

▼
高
浜
虚
子
書
簡
・
三
通
（
麥
人
宛
）【『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』（
毎
日
新
聞
社
）

未
収
】、
大
野
洒
竹
書
簡
（
麥
人
宛
）、
水
落
露
石
書
簡
・
二
通
（
麥
人
宛
）

星
野
麥
人
「
手
紙
も
の
語
」（『
木
太
刀
』
第
三
十
八
巻
第
三
号
、
昭
和
十
五
年
三
月

二
十
日
）

　

▼
高
浜
虚
子
書
簡
（
麥
人
宛
）【『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』
未
収
】、
徳
美
愛
櫻
書
簡

（
麥
人
宛
）

注（
1
） 

う
ち
一
通
（「
六
五
」・
湯
浅
茂
宛
封
書
、
大
正
五
年
六
月
二
十
日
付
）
に
つ
い
て

は
、「『
鏡
花
全
集
』
別
巻
収
録
書
簡
六
五
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
欠
落
部
分
が
あ
る

た
め
、
改
め
て
全
文
を
収
録
し
直
し
た
。」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
須
田
千
里
「
解
題

／
書
簡
」『
新
編 

泉
鏡
花
集
』
別
巻
一
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
七
年
十
二
月
）。

（
2
） 

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
三
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）、
項
目
担

当
は
柳
生
四
郎
。

（
3
） 

田
中
励
儀
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵 

泉
鏡
花
草
稿
四
種
│
「
貧
民
倶
楽

部
」「
熱
海
の
春
」「
光
堂
」「
九
九
九
会
小
記
」
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
六
二

号
、
平
成
十
七
年
三
月
）

（
4
） 

「
熱
海
の
春
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
鏡
花
の
麥
人
宛
書
簡
は
、
早
稲
田
大
学
図
書

館
・
本
間
久
雄
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
5
） 
吉
田
昌
志
「
尾
崎
紅
葉
の
死
│
そ
の
前
後
（
一
）
│
」（『
学
苑
』
第
九
三
九
号
、
平

成
三
十
一
年
一
月
）
で
は
、「
こ
の
（
書
簡
１
の
│
│
引
用
者
注
）
文
面
か
ら
す
る

と
、
門
生
の
み
の
「
衆
議
」
が
行
わ
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
泉
鏡
花
の
「
年
譜
」
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
二
号
（
二
〇
二
三
）

（
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
に
も
記
し

た
よ
う
に
、
紅
葉
の
「
十
千
万
堂
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
二
十
五
日
の
当
日
は
こ
の
席
へ

紅
葉
自
身
も
加
わ
っ
て
、
結
果
の
ち
の
『
換
菓
篇
』
に
具
体
化
さ
れ
る
門
生
の
献
呈
作

品
集
の
相
談
と
な
っ
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
当
初
は
門
生
の
み
の
「
衆
議
」
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
合
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
紅
葉
が
、
み
ず
か
ら
参
加
を
申

し
出
て
の
会
議
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
も
付
言
さ

れ
て
い
る
が
、『
十
千
万
堂
日
録
』
の
記
述
の
み
を
手
が
か
り
と
す
る
か
ぎ
り
で
は
、

紅
葉
が
参
会
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
6
） 

田
中
励
儀
「「
薬
草
取
」
覚
書
」（『
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
』
双
文
社
出
版
、
平
成
九

年
十
一
月
／
初
出
は
、『
同
志
社
国
文
学
』
第
二
三
号
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
）、「
小

栗
風
葉
「
手
梏
足
桎
」
と
〈
換
菓
篇
〉
│
自
筆
原
稿
と
「
二
六
新
報
」
か
ら
窺
え
る
こ

と
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』
第
八
一
号
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
7
） 

木
谷
喜
美
枝
「
加
賀
文
庫
蔵
『
十
千
万
堂
日
誌
』
に
つ
い
て
」（『
尾
崎
紅
葉
の
研

究
』
双
文
社
出
版
、
平
成
七
年
一
月
／
初
出
は
、『
目
白
近
代
文
学
』
第
六
号
、
昭
和

六
十
年
十
月
）

（
8
） 

木
谷
喜
美
枝
「
翻
刻
・
加
賀
文
庫
蔵
『
十
千
万
堂
日
誌
』」（『
尾
崎
紅
葉
の
研
究
』

双
文
社
出
版
、
平
成
七
年
一
月
／
初
出
は
、『
目
白
近
代
文
学
』
第
七
号
・
昭
和
六
十

二
年
三
月
、
第
八
号
・
昭
和
六
十
三
年
九
月
、
第
十
号
・
平
成
二
年
十
一
月
）

（
9
） 

逓
信
省
編
『
逓
信
事
業
史
』
第
二
巻
（
逓
信
協
会
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
）
の
「
第

二
篇 

郵
便
／
第
三
節 

集
配
度
数
」
に
、「
明
治
十
八
年
六
月
の
「
郵
便
物
集
配
等
級

規
定
」
に
於
い
て
は
、
配
達
数
を
標
準
と
し
て
市
内
地
は
一
等
十
二
度
よ
り
八
等
一
度

迄
の
八
階
級
、
市
外
地
は
一
度
と
云
ふ
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
同
二
十
四
年
十
月
に
は

市
内
地
を
七
階
級
に
減
じ
て
最
低
を
三
度
に
改
め
、
後
四
十
年
十
一
月
に
至
り
市
内
地

は
最
高
取
集
十
六
度
配
達
十
二
度
、
最
低
取
集
四
度
配
達
二
度
の
十
階
級
に
改
め
ら
れ

た
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
10
） 

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
書
簡
考
／
⑸
星
野
麦
人
宛
」（『
泉
鏡
花
』
文
泉
堂
出
版
、
昭
和

四
十
一
年
四
月
／
初
出
は
、『
学
苑
』
二
五
五
号
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
）

（
11
） 

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
）、
項
目
担

当
は
清
水
孝
之
。

（
12
） 

該
当
す
る
虚
子
書
簡
（『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』
未
収
）
は
明
治
三
十
二
年
七
月
九

日
付
で
あ
り
、「
来
る
二
十
日
頃
に
は
帰
京
仕
度
存
居
候
」
と
綴
ら
れ
て
い
た
と
お

り
、「
こ
れ
は
修
善
寺
新
井
や
に
滞
在
の
病
気
保
養
中
」
の
一
通
で
あ
っ
た
。
当
時
の

虚
子
が
「
伊
豆
修
善
寺
温
泉
に
在
り
て
病
後
の
補
養
中
」（「
消
息
」）
で
あ
っ
た
こ
と

は
『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』（
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
日
）
に
お
い
て
報
じ
ら
れ
て
お
り
、

誌
上
に
は
関
連
す
る
虚
子
書
簡
（『
全
集
』
未
収
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
帰

京
し
た
の
は
七
月
二
十
日
で
あ
っ
た
（（
無
署
名
）「
消
息
」『
ほ
と
ゝ
ぎ
す
』
明
治
三

十
二
年
八
月
十
日
）。
こ
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
明
治
三
十
二
年
七
月
九
日
は
「
子
規

庵
例
会
に
出
席
」
と
記
さ
れ
て
い
る
「
虚
子
研
究
年
表
」（『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』
別

巻
、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
）
は
、
修
正
を
要
す
る
。

（
13
） 

吉
田
昌
志
「
年
譜
」（『
新
編 

泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
平
成
十
八
年
一

月
）

（
14
） 

『
尾
崎
紅
葉
事
典
』（
翰
林
書
房
、
令
和
二
年
十
月
）
に
お
い
て
、
篠
山
吟
葉
の
生
没

年
は
「
未
詳
」
と
さ
れ
て
い
る
（
項
目
担
当
は
溝
部
優
実
子
）。
た
だ
し
、
麥
人
「
誌

上
坐
談
」（『
木
太
刀
』
第
四
十
九
巻
第
二
号
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
）
に
、「
昭
和
二

十
六
年
十
二
月
三
日
篠
山
吟
葉
逝
く
此
の
し
ら
せ
を
受
け
た
時
の
驚
き
は
一
寸
狼
狽
し

た
の
で
す
。」
と
あ
る
。

◆
本
稿
は
、
泉
鏡
花
研
究
会
（
第
七
十
二
回
大
会
、
令
１
・
12
・
７
、
於
昭
和
女
子
大
学
）

で
の
発
表
を
ふ
ま
え
、
新
た
に
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、
会
場
に
て
貴
重
な

ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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